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本日の内容

コロナ禍で子どもたちに起きていること
論文から
コロナ×こども本部調査から

コロナ禍の子ども支援
ポピュレーションアプローチ
ハイリスクアプローチ

教育・保育・療育・医療福祉施設等の閉鎖が
子どもの心身に影響を及ぼしている（一部抜粋）

小児のコロナウイルス感染症2019（COVID-19）に関する医学的知見の現状 日本小児科学会HPより
http://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=342

• 学校閉鎖は、単に子どもの教育の機会を奪うだけではなく、屋外活動や社
会的交流が減少することとも相まって、子どもを抑うつ傾向に陥らせている 。

• 就業や外出の制限のために親子とも自宅に引き籠るようになって、ストレスが
高まることから家庭内暴力や子ども虐待のリスクが増すことが危惧されてい
る。加えて、対応する福祉施設職員が通常通り就業できない状況が虐待増
加に拍車をかけている 。

• 「子ども貧困」問題がクローズアップされている中、養育者の失業や収入減の
ために状況はさらに悪化している上、福祉活動や「子ども食堂」などのボラン
ティア活動も滞っている 。

• 乳幼児健診の受診が減少し、子どもの心身の健康上の問題を早期に発見
し介入することが制限され、大きな健康被害やQOLの低下に繋がることも危
惧されている 。

• 子どもでは、COVID-19が直接もたらす影響よりもCOVID-19関連健康被
害の方が大きくなることが予想される。

コロナ禍における子どものメンタルヘルス
論文レビュー

2020年2月から2020年9月末までに報告されている論文を、こころ
の診療部リエゾン診療科医師、フェローでレビューを行った

論文検索は以下のキーワードをもとに、PubMedで検索を行った。
・COVID-19 ・Children  ・メンタルヘルス

５５論文を以下の項目別にまとめた
①covid-19とポピュレーションベースへの影響（２４）
②COVID-19 とハイリスク群（１３）
③COVID-19 と家族力動（１６）

 隔離で生じた社会的孤立が青少年の精神的健康に及ぼす影
響に関するシステマティックレビューでは、社会的孤立・孤独はうつ
病のリスクを高め、その経験から0.25～9年後の不安を高める可
能性 (Loades ME, et al., J Am Acad Child Adolesc Psychiatry. 2020 )

 中国では、7-18歳までの359人の小児及び3254人の青年へのオ
ンラインアンケートで子どもの心理的影響を調査し、22％に抑うつ症
状を認めた（Li Duan et l. Journal of Affective Disorders 275 2020)

 自閉症スペクトラム障害の子どもたちは、孤立を強め、易怒的になり、
問題行動の悪化につがなることや、言語療法やソーシャルスキルト
レーニングなどの治療介入を中断した結果として親子の衝突が激化
したケースも少なくない(Joyce Lee. Et al., Lancet Child Adolesc Health. 2020)

 精神疾患、自閉用スペクトラム症、ADHDなどの患者では、孤独感
の高まりやルーティンの欠如により、さらに既存の問題が増幅され健
康状態の危機・悪化を招く可能性があることが示唆される。

(Jörg M. Fegert, et alChild Adolesc Psychiatry Ment Health. 2020)
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ヨーロッパで初めてロックダウンを実施したイタリアからの報告では、学校
閉鎖と活動中止、将来への不安、祖父母からの支援の欠如、家族の
就業や経済への不安、DVなども増加した。(Ernesto Caffo et al., Child and Adolescent Mental 
Health Volume , 2020 )

イタリアではヘルプラインとして365日24時間対応のサービスを開始、
電話やチャットを介した青少年向けツールを提供しその利用は増加し
た。メンタルヘルスの問題の依頼が14.4%と増加した。相談内容は虐
待が21.5％、暴力23.5％、精神保健上の問題が38.5％であった。
(Ernesto Caffo,, et al. : Child and Adolescent Mental Health Volume , 2020 ;25(3):167-168)

隔離中の0-18歳の子どもを1人以上もつイタリアの調査では、291人
対象にアンケートをとり、61％が家庭内で困難を抱え、保護者の
30%はソーシャルネットワークやオンラインゲームの過度な利用、25％
で食事と睡眠の変化、さらに18％で引きこもりの兆候を心配していた
などの結果が得られた。(Orgil_es, M. et al .Front Psychology2020)

. 
. 

中国におけるCOVID-19流行期に入院している児の親の心理状態
pychological status of parents of hospitalized children during 

the COVID-19 epidemic in China 
Yuan R, Xu QH, Xia CC, Lou CY, Xie Z, Ge QM, Shao Y. Psychiatry Research. 2020 Jun;288:112953

目的 COVID-19の流行中に入院した子供の親のメンタルヘルス調査
COVID-19流行期（EH）に入院した子供の親50人と、非流行期（NEH）に入院
した子供の親50人計100人を対象にHospital Anxiety and Depression Scale
（HADS）、Van Dream Anxiety Scale（VDAS）、Short Form（SF）-36
を実施。不安、抑うつスコアを比較し両群の保護者の心の健康状態を調査
EH児の親の不安スコアは7.02±3.01．NEH児の親の不安スコアは3.62±2.10EH

児の親の不安スコアはNEH児の親よりも有意に高かった(t = 6.557, p < 0.001)。
EH児の親のうつ病スコアは7.72±2.81であり，そのうち24名の親が抑うつ状態であっ

た．NEHの親のうつ病スコアは4.54±2.56で，このうち4人の親が抑うつ状態であった．
EHの問題は、NEH児の親の精神衛生上の問題よりも深刻で、彼らの不安や抑うつEH

児の親のうつ病スコアはNEH児よりも高かった（p < 0.001）。
そのため、COVID-19流行時に入院した子どもたちの親は、大きなプレッシャーと不

安に直面しメンタルヘルスの問題が発生する可能性があり、子どもの回復に影響を与
える可能性がある。したがって、このような親の精神的健康状態を早期に発見し、特定
の心理的介入をタイムリーに行うことは、親が入院中の子どもをよりよくケアし、子供が回
復し、できるだけ早く退院できるようにするのに役立つであろう。

COVID19と摂食障害への影響（論説）
COVID19 and implications of eating disorders

Fernando Fernandez-Aranada，Eur Eat Disorders Rev. 2020 May;28(3):239-245

• 隔離生活によりE Dが増悪するリスクについての考察。ソーシャルメディアに触
れる機会が増えやせ願望が高まる、あるいは孤独感やストレスにより情緒のコ
ントロールが困難なことがトリガーとなり過食嘔吐・拒食がひどくなると推測。

• バルセロナのベルビツ大学病院精神科が行ったパイロット研究。隔離初期の２
週間、32人の患者を観察調査。38％（12人）が摂食障害の症状の増
悪、56.２％（18人）が不安症状、うち4人がストレスにより食行動コント
ロールが困難と訴えた。

• U KのA N患者・家族会によるオンラインチャットでは、ソーシャルメディアやオン
ラインでつながることに安心する一方、自分の見た目をより意識してしまう苦し
さ、リラクゼーションやセルフケアの方法が語られた。治療者とのつながりが減り、
自己管理せざるを得なくなりE D症状が増悪する不安。不規則となりがちな生
活、家族関係が変化する中で親の負担が増えたことが語られた。

• E Dの患者は疾病理解が乏しく社会的・情緒的コミュニケーションが困難で
あるため、援助希求が遅れるリスクがある。孤独感は症状である。つながりを
重視し、オンライン診療など新しい治療形態を模索していくことが課題。

日本での調査

国立成育医療研究センター社会医学研究部・こころの診療部を中心とし
た研究者・医師有志の集まり。

「コロナ×こどもアンケート」調査を通して、こどもと保護者の生活と健康の現
状を明らかにすること、問題の早期発見や予防・対策に役立てること、こども
たちと保護者の安全・安心につながるような具体的な情報を発信することを

目的として結成されました。

１．ストレス反応
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自分の体を傷つけたり、家族やペットに暴力…

コロナのことを思い出させるような人、場所、…

すぐにイライラする

最近、集中できない

コロナのことを考えると嫌な気持ちになる

▶TIPS ストレスの多い生活では色々な症状が出ることが知られていま
す。一人で抱え込まないようこどもたちに伝えたいですね

小学生■
 701名の回答

中高生■ 
211名の回答

コロナ×こども本部作成

第２回調査（２０２０年６月１５日～７月２６日）

そう思う人が多いだろ

う

自分はそう思う

そう思う人が多

いだろう

自分はそう思う

２．コロナに対する意識

自分や家族がコロナになった
らそのことを秘密にしたい

コロナになった人とは
治っても付き合うのをためらう

32%

47% 40%

22%

▶TIPS コロナに対する自分と周囲の意識を話し合ってみませんか

こども
912名の回答

自分は
そう思う

そう思う人が
多いだろう

自分は
そう思う

そう思う人が
多いだろう

コロナ×こども本部作成

第２回調査（２０２０年６月１５日～７月２６日）



令和2年度 厚生労働省
母子保健指導者養成研修
研修７．「子どもの心の診療医」指導医研修

３．こどもの話も聞いて

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生
中学生
小4～6
小1～3

とてもそう思う まあそう思う どちらでもない

あまりそう思わない 全くそう思わない わからない・答えたくない

こどものことを決めるとき、大人たちは
こどもの気持ちや考えをよく聞いていると思いますか？

▶POINT 学年が上がるほど聞いてもらえていないと感じる子が多いよう

こども
912名の回答

コロナ×こども本部作成

第２回調査（２０２０年６月１５日～７月２６日）

４．大人への伝言

大人が思っている以上に、部活と学校行事はこどもにとってとても大事な物です
大人もこどもだったはずなので忘れないでほしいです

コロナが今どういう状況か
くわしく教えてほしい

学校のコロナ対策に参加したい
決められたことしかしないのはおかしい

休校や登校、休校期間の勉強について
発言する場所がない

大人だけで色々議論しないで
こどもの気持ちも聞いてください

ニュース見てると、大人は夜友達とご飯食べに行ったりしてるみたいなのに、
どうしてこどもだけダメダメと中止ばかりになるんだろう？

こども
自由記載より

▶TIPS こどもたちの意見を受けとめ一緒に考える存在でありたいですね
コロナ×こども本部作成

第２回調査（２０２０年６月１５日～７月２６日）

2020年1月とくらべ、スクリーンタイムが増えた子どもは41％
直近1週間で学校に行きたくないことが「ときどき」あったのは19％、「た
いてい」が５％、「いつも」が７％
何らかのストレス反応をみられている子どもが70％
家族は、おうちでの過ごし方を変える理由をわかりやすく教えてくれます
か、に対し「全くない」が１０％、「少しだけ」が12％
学校の先生は、コロナによる生活の変化に関連して、あなたの考えを
話せるように質問したり、確かめてくれますか、に対して、「全くない」が１
０％、「少しだけ」が12％

5．⾧引くストレス反応
第３回調査（２０２０年９月1日～10月31日）より抜粋

抑 圧

悲 嘆

喪 失

コロナ禍の子どもたち

不安症状とトラウマ/ストレスのパターン

不安は未来の脅威を予期すること
恐怖とは、現実の脅威あるいは差し迫った脅威と知覚されたものへの

感情的反応。
要因
①併存する原発性不安障害の存在による2次的なもの
②できごとに関する心理的反応
③ある物質によって誘発された生理的影響
④上記組み合わせ
コロナ禍での子どものメンタルヘルスは以下のパターンが存在する。
①もともと存在していた心理社会的問題がさらに悪化している
②もともと潜在していた心理社会的問題が顕在化している
③コロナ禍で生じたストレス反応

何ができる

コロナ禍における子ども支援
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国連 子どもに関する行動アジェンダ
Maalla M‘jid N. Child Adolesc Psychiatry Ment Health. 2020 Sep 10;14:33.

国連は「子どもの保護に関する行動アジェンダ」と「COVID-
19」の合同アジェンダを発行し、パンデミックへの対応におい
て各国が取るべき措置を強調している。

①子どもたちとパンデミックについて話す方法
②子ども、保護者のメンタルヘルスをコントロールする方法

などの情報提供
③学習支援ツールなど実践的な支援の提供
④精神保健および児童擁護などに関する子どもを中心とし

たサービスの継続性を確保
⑤子どもたちの参画が不可欠

①政府、医学専門家、公衆衛生関係、学校関係の教育者などが共同
で、このような危機的状況に対し特別プロジェクトを構築。
➡The Child Health Initiative for Children and Adolescent:CHI
②身体的・精神的健康に関するサポートやサービスを提供。
③インターネットベースの対話型プラットフォームは子どもや青少
年の心身の改善を目的とし、小児科医、看護師、薬剤師、社会福祉

士、音楽家、芸術家、教育者が共同チームとして機能した。
④無料で利用できるオンライン医療コンサルタントも提示された。小児精
神科をはじめとする32の専門分野は8時から12時間交代でオンライン
サービスを提供、こどもから直接聞くことで支援ニーズを発見しつつある
⑤専門家たちは、子どもたちのウェルビーイングに関連したトピックについて
複数専門領域の専門家の参加型ウェブミーティングも開催したという。

Xiao-Bo Zhang, et al ., J Pediatr. 2020 ;16(3):278-279.

医療におけるケア：ABC、そしてDEF

Ａ：air way（エアウェイ） 気道確保
Ｂ：breathing（ブリーシング） 人工呼吸
Ｃ：circulation（サーキュレーション） 心拍と血圧の維持

D：distress                  気持ちのつらさ

E：emotional support   受容と心理支援

F：family        家族支援

Trauma informed approach
（トラウマ・インフォームド・アプローチ）

 安全と安心

 信頼性と透明性→的確な情報提示、選択肢の存在

 ピアサポート→ 回復と癒しを促進するために、似た体験
をもつ仲間の物語や実体験の活用が効果的

 協働、連携

 エンパワメント、セルフアドヴォカシー

 文化、歴史、ジェンダーへの配慮

トラウマインフォームドアプローチ
Trauma informed approach

6つの主要素
SAMHSA’s Concept of Trauma and Guidance for a Trauma - Informed Approach. 2014
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「気持ち」の言葉探し

きも

どういう気持ちがあるでしょう？
か だ

（書き出してみましょう）

本リーフレットは，研究事業名：成育疾患克服等総合研究事業（AMED）
（研究代表者：石井礼花，分担研究者：田中恭子）により作成されました。

リーフレット内の文章・画像等の内容の無断転載及び複製等の行為はご遠慮くださ
い。

きも ことばさが

新型コロナのこと知ってる？

考えるとき、どんな気もちになるかな

気持ちと考えをつかまえよう！

（学校での生活のことバージョン）

          ①できごと（おきたこと）

③どんな気もち？

⑤日にち 月 日

②気持ち

②気持ちのマーク

④考えたこと
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ストレスってなに??

個人
こ じ ん

 

体質
たいしつ

・性格
せいかく

 

発達
はったつ

段階
だんかい

 ストレッサー

ソーシャルサポート

認知的
に ん ち て き

評価
ひょうか

 

コーピング 

どのようにサポートされるかにより， 

ストレス反応
はんのう

は変化
へ ん か

する 

どのようにその出来事
で き ご と

をとらえるかにより， 

ストレス反応
はんのう

は変化
へ ん か

する 

ストレス反応
はんのう

 

ストレス反応
はんのう

に影 響
えいきょう

するもの 

ストレスに気づいたら、

それを和らげる方法を使

ってみましょう。 

リラクゼーションの方法
ほうほう

 
リラクゼーション

心
こころ

と身体
か ら だ

の緊 張
きんちょう

をほぐすことで，ストレスから解放
かいほう

する方法
ほうほう

 
効果
こ う か

:気分
き ぶ ん

が良
よ

くなる，すっきりする，前
まえ

向
む

きな気分
き ぶ ん

になる， 
   心

こころ

が軽
かる

くなる，よく眠
ねむ

れる など 

たとえ
ば・・

ストレッチ 

（身体
からだ

をほぐす 体 操
たいそう

）

ジョギング 
深呼吸
しんこきゅう

 

自分のコーピングカード
ストレスに向き合ったり、対処したりするために事前に
自分の対処方法を整理しておくことも大切です。
自分のコーピングカードを書き出してみましょう。

悲しいとき・不安なとき いらいらしたとき・腹がったったと
き
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•
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消えたい…

死にたい…

楽になりたい…
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消えたい…

死にたい…

楽になりたい…

生きる意味ってなに

じぶん いけん ほか ひと つた じぶん えら けんり まも

自分の意見を他の人に伝えたり、自分で選んだりする権利を守るためには、
じぶんじしん にがて ひつよう しえん し ほか ひと じぶんじしん つた

自分自身の苦手なことや必要な支援を知っていること。それを他の人に自分自身で伝えてい
たいせつ

くことも大切です。

セルフアドボカシー(自己権利擁護）

セルフアドボカシーは…
じぶん ひつよう じぶん まわ ひと せつめい りかい

自分に必要なサポートを自分で周りの人に説明して理解してもらう
かつどう

活動のこと。
ひつよう つた りゆう せつめい

どういうサポートが必要か伝えるときは、その理由も説明しよう。
びょうどう ちょうせん

セルフアドボカシーは平等に挑戦していくためのもの。

じこけんりようご
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書いてみよう！

ほか ひと にがて つた ちから ひ だ てつだ

他の人に苦手なことを伝えたり、みんなの力を引き出したりするためにどんなお手
伝いがあったらいいかな？ふきだしに書いてみよう。

か
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こんなときは気を付けて！『５つの場面』

・

https://corona.go.jp/proposal/pdf/5scenes_20201117.pdf
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